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インフルエンザ予防接種

職別国保では、保健事業の一環としてインフルンザの予防接種費用を助成しています。

予防接種は、インフルエンザの一次予防として絶大な効果が期待できますので、特に、

高齢者の方や、あまり体力のない子供はできるだけ受けるようにしてください。

ただし、ワクチン接種は副作用・アレルギー反応が全くないわけではありません。アレ

ルギーを持っておられる方や、体調を崩している時などにワクチンを接種をされますと、

高熱が出ることがありますので、予防接種をされる前には必ず医師と十分相談をして、安

全に接種するようにしてください。

実施要項

１ 対 象 者 0歳～64歳の当組合被保険者

      （市町村のインフルエンザ予防接種補助対象者は除外する）

２ 対象ワクチン インフルエンザワクチン

３ 接 種 期 間 平成 25年 10月 1日～平成 26年 1月 31日

４ 助 成 額 １名につき 2,000円を上限に当年度内１回助成

５ 申 請 期 限 平成 26年 2月末日（厳守）

６ そ の 他 ・詳しくは、所属支部へお問い合わせください

・65歳以上の方は、市町村へお問い合わせください

・インフルエンザ予防接種助成金申請書は裏面の様式をご使

用ください

被 保 険 者 医 療 機 関

所 属 支 部 本　　  部

①　直接、任意の医療機関に申し込む（指定医療機関なし）

②　接種後、必ず領収書をもらう（受診者名、インフルエンザ予防接種と分かるもの）

③　「インフルエンザ予防接種助成金申請書」及び領収書を所属支部に提出する

④　後日、本部より、指定口座に入金

予防接種申込方法

① 申し込み

② 接種・領収書

　　　　③ 申請書､領収書提出
 ④ 指定口座に入金
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整骨院・接骨院（柔道整復師）の施術を受けられる方へ

保険を使えるのはどんなとき？
◆打撲、捻挫、挫傷（肉離れ等）
◆脱臼、骨折は医師の同意が必要です。（応急処置を除く）

施術をうけるときの注意
◆�施術は病気やけがの回復を図る一助であり、日常生活から来る体調不良（疲労・肩こり・腰痛）やス
ポーツによる肉体疲労（筋肉疲労・筋肉痛）、加齢による体の痛み、原因不明の痛さなどは保険の対象
とはなりません。

マッサージの施術を受けられる方へ

保険を使えるのはどんなとき？
◆�筋麻痺や関節拘縮等であって、医療上マッサージを必要とする症例について施術を受けた時に対象と
なります。

施術をうけるときの注意
◆�マッサージの施術を受けるにあたって、保険が使えるのは、あらかじめ医師の発行した同意書または
診断書が必要です。詳しくは、マッサージ施術所などにお尋ねください。

◆�単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防のためのマッサージなどは保険の対象とはなりませ
ん。

はり・きゅうの施術を受けられる方へ

保険を使えるのはどんなとき？
◆�主として神経痛、リウマチ、頚腕症候群、五十肩、腰痛症及び頚椎捻挫後遺症等の慢性的な疼痛を主
症とする疾患の治療を受けた時に対象となります。

施術をうけるときの注意
◆�施術を受けるにあたって、保険が使えるのは、あらかじめ医師の発行した同意書または診断書が必要
です。詳しくは、はり、きゅう施術所などにお尋ねください。
◆�保険医療機関（病院、医院、診療所など）で同じ対象疾患の治療を受けている間は、はり・きゅう施
術を受けても保険の対象とはなりません。

　国保組合が医療機関に支払う医療費や整骨院・接骨院、マッサージ、はり・きゅうなどに
支払う施術費は、みなさんが負担する保険料から賄われています。
　国保組合では、大切な保険料を正しく使用するために、みなさんが施術を受けられたときの
健康保険の適用に不正や誤りがないか、文書や電話などでお問い合わせさせていただくことが
あります。
　施術内容等の記録、領収書の保管をしていただき、ご協力をお願いします。

適正な受診にご協力をお願いします


